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Ⅰ テーマ設定の理由 

 現代は、グローバル化が急速に進展し、国境の垣根を超えた社会構造が大きく変化している。その

ため、外国語によるコミュニケーション能力は、生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定

される。このような時代にあって、学校教育における外国語学習には、外国語によりコミュニケーシ

ョンを図る資質、能力を育成することが求められている。中学校学習指導要領（平成 29 年告示）（以

下、学習指導要領）では、「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書く

こと」を、コミュニケーションに必要な５領域と設定し、領域ごとに具体的な目標を設定している。

その中でも、「話すこと（やり取り）」は、社会のグローバル化に備え、今回の改訂で新たに設定され

た領域である。その目標として、「ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話す

ことができるようにする。」とあり、「即興」という言葉が初めて使われている。これは、実際のコミ

ュニケーションの場面においては、英文を頭の中で時間をかけて組み立てるのではなく、情報や考え

などを即座にやり取りするという、より実践的なやり取りが必要とされるからである。即ち、これか

らの中学校における英語学習においては、事前に原稿を書いて読み上げる発表の力に加え、既習の語

句や文を用いてその場で話すための実践的な英語力が求められている。 

英語がコミュニケーションツールの一つとして多くの国々で長年使われ続けてきた結果、世界中の

英語人口は増加し、現在ではその７割近くは非ネイティブスピーカーとなるほど増加を続けている。

世界には多様な英語が生まれ、優劣をつけることなく、国際共通語として使われていることから、多

くの英語教育研究者が、「英語がもはや英語圏だけのものではなく、ネイティブスピーカーが話す英語

を基準として考える必要はない。」と語っている。しかし、私はこれまで、英語でやり取りする活動に

おいて、正確な英語を話すことに固執し、「英語を使って伝え合う活動」というよりも、正確に書かれ

たセリフを暗記、発表させるといった、世界のトレンドと異なる指導を行っていた。その結果、生徒

には、実際のコミュニケーションの場面で誤った英語を話すことに恐れ、正確な単語や語句、表現を

思い出そうとするあまり会話が途切れ、リズムの良い対話のキャッチボールができず、英語を何年や

っても話せないという消極的な考えを導く結果となっていた。今後日本人が英語を使ってコミュニケ

ーションをする相手は、非ネイティブスピーカーである確率が非常に高いことを生徒にも理解させ、

正しい英語を使うことよりも、自分の持っている英語を紡ぎだして伝えるという意識を持たせること

が重要であると考える。自分の意見や考えを、即興の英語で伝える力を育成し、必要な時に引きだす

には、膨大な量の単語や表現を詰め込み、場面に応じて試行錯誤の上、思い出し、完璧な表現にこだ

わらず、伝えたい「内容」をシンプルな表現と、自分が知っている言葉で言い換える力（コミュニケ

ーションストラテジー）を高めることが必要である。そのためには、実際に「やり取り」する活動を

積みながら、国際共通語としての英語を活用し、コミュニケーションをする経験を増やすことが大切

であると考える。 

そこで本研究では、帯活動において、英語でやり取りする活動を動画として記録し、教師や友達と

共有することで、自己の学びを客観視させる。その活動に加えて、英語で表現できなかった内容を、

中学校レベルの語彙をもって言い換える練習を、共有、閲覧、整理が容易なデジタルワークシートを

用いて行う。この一連の活動を繰り返すことにより、すでに備わっている英語力で言葉を紡ぎだす方

法を学び、コミュニケーションストラテジーを高めることが期待できると考え、本テーマを設定した。 



 

 

〈研究仮説〉 

話すこと（やり取り）において、学びを客観的に捉えることができる動画ファイルとデジタルワー

クシートを活用することにより、コミュニケーションストラテジーを高め、即興で話す力を引きだす

ことができるであろう。 

 

Ⅱ  研究内容 

 １ 理論研究 

  (1) グローバル人材育成戦略について 

    日本政府は 2012 年５月、新成長戦略実現会

議の下に、「グローバル人材育成戦略」を公表

した。その「はじめに」には、「人口減少と超

高齢化が進む中で、東日本大震災という深刻

な危機を経験した我が国経済が本格的な成長

軌道へと再浮上するためには、創造的で活力

のある若い世代の育成が急務である。とりわ

け、グローバル化が加速する 21 世紀の世界経

済のなかにあっては、豊かな語学力・コミュ

ニケ―ション能力や異文化体験を身につけ、

国際的に活躍できる『グローバル人材』を我

が国で継続的に育てていかなければならな

い。」と問題提起がなされている。 

    続けて、ＴＯＥＦＬスコア（世界基準の英

語テスト）の国別ランキングで「我が国は 163

か国中 135 位、アジア 30 カ国中では、27 位と

低迷している」（当時）とあり、具体的な対策

として英語教育の強化を図り、語学力とコミ

ュニケーション力を育成することが挙げられ

ている（表１、２）。新たに示された学習指導

要領においても、英語の技能の一つである「話

すこと」を「発表」と「やり取り」の２領域に

区別し、英語による発信力の育成を更に充実

させていくことが求められている。 

  (2) グロービッシュについて 

    近年、英語人口の７割近くが非ネイティブと

なり、日本人が英語を話す相手の大半が英語を

外国語として使用する人々になってきた。非ネ

イティブ同士で交わされる英語は、とてもシン

プルで、コミュニケーションを交わすには十分

なものである。このような英語を取り巻く状況

の変化の中で、フランス人のジャン＝ポール・

ネリエールが、提唱したのが「グロービッシュ」

という世界共通語としての英語である。グロー

ビッシュとは、非ネイティブの人々が実際に使

っている様々な英語から、シンプルでコミュニ

ケーションの場面で使いやすい表現を抽出し

順位 

(全体) 
国名 

TOEFL スコア 

Max=120 

１位 オランダ 100 

２位 デンマーク 99 

３位 
シンガポール 

オーストラリア 
98 

 

80 位 韓国 81 

 

105 位 中国 77 

 

135 位 

※146 位

（2020） 

日本 70 

139 位 ギニア 69 

順位 

(アジア) 
国名 

TOEFL スコア 

Max=120 

１位 シンガポール 98 

 

24 位 
アフガニスタン 

モンゴル 
73 

27 位 

※26 位 

(2020) 

日本 70 

① 使用語を基本的な 1500 語に制限する。 

② 文法は 24 項目程度の簡単なものにする。 

③ 発音は厳密なものを求めない。 

④ 
イディオム（慣用句）やユーモア、比

喩表現は使わない。 

⑤ 
ひとつの文は、できるだけ 15 単語以内

とする。 

表３ グロービッシュの基本ルール 

表２ TOEFL スコア国別ランキング(アジア 30 国) 

表１ TOEFL スコア国別ランキング(2010) 



 

 

たものである。シンプルな英語を使ったコミュニケーション活動を日常的に取り組み、表現力

を豊かにすることで、「即興で話す力」が育成されると考える。表３にグロービッシュの基本ル

ールを示す。 

(3) 学習指導要領における「即興で話す（やり取り）」について 

学習指導要領では、「話すこと（やり取り）」が新たな領域として設定され、その目標の中に、

「即興」という言葉が初めて使われている。加えて、「即興で伝えあう」ことについては、「話

すための原稿を事前に用意してその内容を覚えたり，話せるように練習したりするなどの準備

時間を取ることなく，不適切な間を置かずに相手と事実や意見，気持ちなどを伝えあうこと」

と解説されている。また、話すこと（やり取り）に関連した言語活動として、「ア 関心のある

事柄について，相手からの質問に対し，その場で適切に応答したり，関連する質問をしたりし

て，互いに会話を継続する活動。」とあり、互いに協力して対話を継続・発展させなければなら

ないとされている。 

     以上のことを踏まえて、本研究では即興性を「不適切な間を置かずに相手と事実や意見、気

持ちなどを伝えあうこと」、「不適切な間」を「対話が継続・発展できないこと」と定義する。 

(4) 「即興性」の育成について 

     学習指導要領解説の外国語編では、指導上の配慮事項として、「やり取りの際には、最初から

流暢かつ正確な言葉遣いで応答ができることを求めるべきではない。実際の指導の際には、い

つも十分な準備をしてから発表するといった一定の型にこだわり過ぎずに、即興的なやり取り

の機会を十分に確保していくことが望まれる。」とある。本研究における授業実践においても、

ＩＣＴを効果的に活用し、学習アプリを用いたインプット活動とアウトプット活動を、日常の

帯活動として取り組むことで、即興的なやり取りの機会を十分確保することに留意する。 

(5) コミュニケーションストラテジーについて 

外国語を学ぶ目的の一つは、それを用 

いてコミュニケーションをすることであ

る。Stern（1983）は、十分に習得してい

ない外国語でコミュニケーションを図ろ

うとする時に起こる課題に対応する方略

を、コミュニケーションストラテジー（表

４）と定義しており学習指導要領解説で

は、「会話を継続・発展させるために必要

なこととして，①相手に聞き返したり確

かめたりする（中略），②相づちを打った

り，つなぎ言葉を用いたりする（中略），

③相手の答えを受けて，自分のことを伝える（中略），④相手の答えや自分のことについて伝え

たことに『関連する質問』を付け加える（中略），などが考えられる。」と述べられている。 

 以上を踏まえ、この４つをコミュニケーションストラテジーと定義し、対話を継続、発展さ

せる力の育成を目指した授業の設計を行う。 

(6) コミュニケーションストラテジーの育成について 

    コミュニケーションストラテジーの育成を目指す上で、以下の４つが主要と考える。 

   ① ８割捨てる 

     言語学者の George Kingsley Zipf（1949）は、言語を構成する無数の単語の使用頻度には

偏りがあることを発見し、２割程度の頻出単語が割合の大部分を占めるという、ジップの法

則を提唱した。この理論を英語によるやり取りの場面にあてはめると、最低限伝えるべき本

質の部分は、伝えたいことの２割くらいであり、残りの８割は捨てたとしても、十分に伝わ

ると考える。その２割の本質がどこにあるのかを念頭に置いて英語を考えさせると、生徒の

聞
き
返
し 

反復要求 発話の繰り返しを要求 

説明要求 言葉の意味の説明を要求 

聞き取り確認 聞き取った内容が正しいか確認 

理解確認 自分の理解を確認する 

発
話 

言い換え 別の表現で説明 

逐語訳 母語をそのまま訳する 

援助要請 分からない言葉を質問する 

表４ コミュニケーションストラテジーの種類 



 

 

気持ちに余裕が生まれ、生徒自身が使う英語に独創性が生まれることが予想される。 

   ② 大人語を捨てる 

     林（1951）によると、中学生が普段使用する日本語の語彙数は、約 36000 語であるとされ

ている一方で、学習指導要領では、中学校で学習する単語数は、「1600～1800 語」程度とさ

れ、日本語と英語では、中学生が理解できる語彙数に、大きな差があることが分かる。この

ような状況の中で、生徒が伝えたい内容を英語に変換しようとした時、言葉が出てこない理

由の一つとして、頭の中に描いている日本語が生徒の英語語彙力で表現するには難しすぎる

可能性があると考えられる。上村・大井（1992）によると、英語を母国語として話す子供の

語彙数は、言葉で十分にコミュニケーションをとれる５歳児半で 1528 語とされており、中学

校で学習する単語数とほぼ同数である。このことを踏まえ、言いたい内容を生徒がもつ英語

力を用いて変換するためには、まず５歳児が使用するような日本語を用いてイメージしたあ

と、英語に変換してみるといった習慣を身に付けていく必要があると考える。 

   ③ 直訳を捨てる 

     我々日本人が英語を話す際、「正しい英語が分からない」、「知っている英語が少ない」とい

う理由から、英語を話せないと感じる人は多い。しかし、どの言語にも、その言語を使って

生活している人々の生活や文化が反映されている。日本語も例外ではなく、日本語を通して

日本人独特の物事の捉え方やコミュニケーションの取り方を見ることができる。故に言語的

な距離が離れている日本語から英語に一語一句忠実に変換することを試みると、英語に訳せ

ない言葉が多くあることは当たり前のことである。しかし生徒の多くは、正しい英語がある

はずだと頭の中で模索する。そのため、会話をテンポよく継続することができず、「正しい英

語が分からない」、「知っている英語が少ない」と感じてしまっている。このことを踏まえ、

指導に当たる際には、正しい英語を使うことに固執して沈黙が続く不自然なやり取りをする

のではなく、コミュニケーションを円滑にするという英語学習の本質的な目的を再確認する

ことが重要であると考える。 

   ④ 抽象語を捨てる 

     我々は普段、抽象的な言葉を織り交ぜながら

お互いの会話を豊かにしていく。同様に、英語

にもイディオムと呼ばれる抽象的な表現が数

多くあるが、それらをネイティブスピーカーの

ように使いこなすようになるには、やはり膨大

な語彙力が必要となり、学び始めの生徒にとっ

てはとても難しい。それに対して青木（2017）

は、変換しようとする日本語をより具体的な表

現に落としこむ手順を踏ませ、概念的なものか

ら具体的な行動や、事実までに細分化していく

方法を推奨している。例を図１に示す。以上の

ことを踏まえ、頭の中に思い浮かべる日本語自

体が抽象的で曖昧な表現になっていないかも

注意する必要があると考える。 

  (7) 外国語教育とＩＣＴ活用について 

    文部科学省「外国語の指導におけるＩＣＴの活用について」によると、外国語教育における

ＩＣＴ活用の利点として、「１．児童生徒の言語活動の更なる充実と指導・評価の効率化」、「２．

遠隔地・海外とのコミュニケーションと災害など非常時への対応」、「３．興味・関心、学習の

質を高める」と記載されている（図２）。 

試験後に交わしたやり取りの場面 

A：テストどうだった？ 

「How was your test?」 

B：テストめちゃくちゃだったよ 

「・・・・・・・・」（不適切な間） 

 会話が中断 
具体的に再現化↓ 

図１ 具体的な表現に再現化する例 



 

 

 ２ デジタル教材の作成と活用 

   本研究では、コミュニケーションストラテジーを高めるために、ＩＣＴ活用の利点を機能的に

関連付けた教材の作成と活動を実施、検証する。 

   そこで、言い換え練習と実践的な対話活動を機能的に往還するＩＣＴ活用場面をつくり、帯活

動により継続的に取り組む。ＩＣＴの活用は本校で導入、活用されており、１つのアプリで前述

した２つの活動を一元化できるロイロノートスクール（以下、ロイロノート）を使用する。ロイ

ロノートは、文字や動画、写真等をデジタルファイルとして記録、共有、整理に優れた機能を持

つ学習アプリである。 

 (1) 動画の記録と共有による言語活動の充実 

   英語によるやり取りの様子を生徒同士で撮影、

共有し、客観的に振り返るという学習サイクルを、

日常の帯活動として継続して行った。 

   ① 教師は活動のデモンストレーション動画を

事前に撮影し、モデルとして生徒に配布する。 

   ② 生徒は英語による「やり取り」活動を行い、

その様子を動画で記録する。 

   ③ 記録した動画をルーブリックに基づいて生

徒同士で相互評価する。 

   ①により話す活動までの流れがスムーズとなり、「やり取り」活動の時間が確保され、充実した

言語活動が予想される。③により知識及び技能を獲得することや思考力、判断力、表現力等を身

に付ける過程における生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を見取る材料を得ることができる。

さらに、教師は提出された動画を、授業の後に繰り返し視聴することができるため、個別のフィ

ードバックをすることが可能となり、評価の効率化を図ることができる（図３から図５）。 

図２ 外国語教育における ICT 活用の利点 

図３ 生徒同士で動画を撮影 

１．児童生徒の言語活動の更なる充実と指導・評価の効率化 

・言語活動（特に「話す」、「書く」機会）の充実とパフォーマンステスト等評価への活用 

・言語活動で活用するための、音声・文字・語彙・文構造・文法などの定着（繰り返し練習） 

・１人１人の能力や特性に応じた学びの機会の確保 

２．遠隔地・海外とのコミュニケーションと災害など非常時への対応  

・遠隔地や海外等の児童生徒、英語話者との「本物のコミュニケーション」 

・新型コロナウイルス対応や大規模災害等に伴う休業期間における学びの保障 

・小規模校における対話的な学びが可能 

３．興味・関心、学習の質を高める 

・コミュニケーションのモデル提示、「聞く」「読む」ための素材の提供 

・板書やイラスト等により、日本語を介さずに英語のまま理解することを支援 

本研究の
重要項目 

図４ ロイロノートの動画提出画面 図５ グループ内で共有する様子 

共有ボタン 共有する生徒を選び、動画を共有 



 

 

   (2) デジタルワークシートによる言い換え 

    英語によるやり取りが、途中

で途切れてしまう原因に、１つ

の表現に固執してしまうことが

挙げられる。そこで、普段から表

現を４つに広げる練習をするこ

とで、実際の場で即座に伝えら

れなかったときに、すぐに他の

表現に切り替える習慣を養うこ

とができると考える。使用する

デジタルワークシートには、中

央に「英語にしたい表現」を入れ

るスペースを設け、その周囲に

４つのボックスを設定し、そこ

には、自分が言える単語を使っ

て言い換えた文を書き込ませることにした（図６）。これまで紙媒体のワークシートは、取組後

に共有し、学び合いをすることが困難であった。ワークシートをデジタル化し活用することで、

生徒同士がお互いの言い換え表現を閲覧、評価を容易にできるため、様々な英語表現に触れ、

自らの表現の幅を広げることが期待できると考える。 

 ３ 実態調査 

   沖縄県立与勝緑が丘中学校２学年（73 名）の生徒を対象に意識調査を行った。 

  (1) 「英語ができる」ことについて 

    「英語ができるようになりたいか」と質問したところ、「とても思う」という回答は全体の

67.1％であった（図７）。また、「どちらかというと思う」という回答は、全体の 30.1％であっ

た。このことから、97.2％の生徒が、「英語ができるようになりたい」という意識があり、英語

習得に意欲的であることが分かる。また、「英語ができるとはどういうことか」という問いには、

75.0％が「話せること」と回答し、15.2％が「書けること」と回答していることから、９割の

生徒が英語を発信する技能を身に付けることを、英語学習の目標としていることがうかがえる

（図８）。従って、本研究では英語発信力について、自分自身の学びを深め、学習指導要領で初

めて示された「即興」で英語を話す力の育成に重点を置いて研究を進めていく。 

  (2) 「英語で話すこと」について 

    「英語で話すことは得意か」という項目では、40.0％の生徒が「全く得意ではない。」と答え

ており、42.9％の生徒が「どちらかというと得意ではない。」と答えている（図９）。この結果

図７ 英語ができるようになりたいか 図８ 英語ができるとはどういうことか 

とても思

う

67.1%

どちらか

というと

思う

30.1%

どちらか

というと

思わない

1.4%

全く思わ

ない

1.4%

話せること

75.0%

書けること

15.2%

読めること

5.6%

聞けること

4.2%

図６ 言い換え練習のためのデジタルワークシート 

What do you like 
chicken or fish or 
anything? 

What do you like kind 
of lunch box? 

I like chicken. How 
about you? 

What do you like in 
lunch box? 

お弁当の具材の中で何が好きですか？ 

言い換え４大柱 
その１ ８割すてる  その２ 大人語をすてる 
その３ 直訳をすてる その４ 抽象的な語をすてる 



 

 

から、即興的なやり取りにつながる実践的な活動

場面の必要性が読み取れる。さらに、英語で話す

ことが苦手な理由を尋ねたところ、語彙力や文法

力、発音に自信がないことが原因であることが分

かった。学習指導要領解説では、「やり取りの際に

は，最初から流暢かつ正確な言葉遣いで応答がで

きることを求めるべきではない。」と記されてい

ることを生徒にも周知し、「英語を話す活動」に対

する心理的ハードルを下げる必要がある。また、

表現力に関する理由に加えて、英語を話す活動が

少ないと多くの生徒が答えていた。日常の授業に

おける英語を話す機会を増やし、「英語を話す」こ

とに慣れさせていく必要があると考える。 

  (3) 外国人と話すときに何が重要か 

    外国人と話すときに何が一番重要かについて

も調査した（図 10）。「伝える気持ち」の回答が

55.6％と最も多く、伝え方についてもコミュニケ

ーションストラテジーと捉えることで効果的に

学習を進めていくこととした。また、残りの

44.4％は表現力について回答しており、コミュニ

ケーション方略を学ばせながら、それを支える基

礎的な英単語や文法、さらに発音等を学ばせる必

要があると考える。 

 

Ⅲ 指導の実際 

 １ 実践の概要 

   本実践では、英語で言えなかった表現を振り返るだけでなく、自分の英語力で表現を紡ぎだす

活動と組み合わせることで、即興で英語を話す力を高めていくことをねらいとし、通常の授業の

冒頭に帯活動として位置付け取り組んだ。この一連の活動を、帯活動という短い時間の中で十分

行うことは時間的に難しいため、活動を２つのパターンに分け、活動にかける時間を確保するこ

ととした。各活動は 15 分として設定した。 

 ２ ロイロノートを活用した話す活動(帯活動) のパターン 

  (1) パターンＡ(動画撮影、共有とデジタルルーブリック表による相互評価) 

 学習活動（□生徒■教師） ロイロノートの活用 

導入 

２分 

１．トピックとモデル動画の視聴 

■教師によるモデル動画を添付したトピ

ックカードを生徒に事前配信する。 

□４人グループで座り、今週のトピックと

教師によるモデル動画を確認し、必要で

あれば繰り返し視聴する。 

■会話を継続、発展させるためのコミュニ

ケーションストラテジーを紹介する。 

モデル動画を添付したトピックカード 

(目的：活動に対する興味関心を高める) 

図９ 英語で話すことは得意か 

図 10 外国人と話す時に何が一番重要か 
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0.0%
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17.1%

どちらかとい
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ない。

42.9%

全く得意で

はない。

40.0%



 

 

展開 

10 分 

２．やり取り 

■提出フォルダーを作成し、生徒間通信が

できるように、ロックを解除しておく。 

□４人グループの内、２人がやり取りを行

う。(活動時間は、段階的に伸ばしていっ

た。) やり取りを行わない生徒は、動画

を撮影しながら、活動の様子を観察す

る。撮影終了後、グループ内で共有する。 

動画撮影（活動の記録をする） 

ま と

め 

３分 

３．相互評価 

□やり取りを観察していた生徒はルーブ

リック評価（アンケート機能を使用） を

行い、動画と評価を１つのカードにまと

めて提出する。 

□やり取りの様子をグループ内で振り返

り、良かった点や改善点などを話す。 

動画提出・ルーブリック評価 

  (2) パターンＢ(デジタルワークシートを用いた言い換え練習、共有) 

 学習活動（□生徒■教師） ロイロノートの活用 

導入 

３分 

１．教師によるフィードバックの確認 

■前時に生徒が提出した動画にコメント

し、言い換え練習シートと共に一斉送信

しておく。 

□コメントと共に動画を視聴し、前時に行

った活動の振り返りをする。 

(目的：やり取りを継続できなかった原因を把握) 

教師によるフィードバック添付・返却 

展開 

10 分 

２．デジタルワークシートを使った、言い換え練習 

■やり取りの活動で、英語に変換できなか

った日本語を、デジタルワークシート中

央のスペースに入力し、その英語訳を周

囲のスペースに入力する。 

□机間指導をし、生徒の活動を激励した

り、英語に変換できず困っている生徒

に、ヒントを与える。 

デジタルワークシートの配布と編集 

ま と

め 

２分 

３．デジタルワークシート共有 

□書き込んだデジタルワークシートを、教師

提出用ファイルと生徒共有用ファイルに

送信する。 

□共有されたデジタルワークシートを閲覧

し、英語に変換する際のアイディアを学

ぶ。 

■机間指導中に発見した、参考になるデジタ

ルワークシートを、画面共有し、解説する。 

デジタルワークシート共有画面 

 

教師のフィードバック 

周りの４つの空欄には容易な表現を用いた日本語をイ

メージして英語に変換、記入する。 

変換できなかった日本語を記

入する。 

I like fire 

egg 

I like fried 
egg 

I like 

cooked egg 

４「実際に使用したルー

ブリック」を参照 



 

 

 ３ 帯活動計画（全 16 時間） 

  ロイロノートの機能を利用して「やり取り」活動の動画を評価する。 

 ４ 実際に使用したルーブリック 

  評価については、動画に写っている生徒以外の同じグループの生徒も参加した。評価の内容はロ

イロノートの機能を使って集計し、評価基準ななるルーブリックについては、下記に記述する。な

お、評価基準については学期末のパフォーマンステストに使用するルーブリックと同じものを活用

することで活動の一貫性を図った。 

時 
パタ

ーン 
トピック 生徒の活動目標 教科書との関連 

1 A 

“Do you eat sushi with your hand or 

chopsticks?” 

「あなたは寿司を手で食べますか、それ

ともお箸を使いますか？」 

〇相手の発言に反応できる。 

〇相手の質問に答えた後に、質

問を相手に投げ返すことが

できる。 

Here We Go!２ 
（光村図書） 

You Can Do It!３ 

日本のおもしろいも

のを紹介しよう 

P.126～P.127 

2 B 

3 A 

4 B 

5 A 

6 B 

7 A 

“Do you want to bring your lunch 

box or have school lunch?” 

「昼食は弁当がいいですか、それとも給

食がいいですか？」 

〇会話の入り口として、話し相

手のことを褒めることがで

きる。 

〇相手から褒められたら、

Thank you で終わらずに、会

話を広げることができる。 

Unit７ 

Amazing Australia 

P.95～P.103 

8 B 

9 A 

10 B 

11 A 

12 A 
“Do you want to learn from AI teacher 

or real teachers?” 

「AI と生身の先生どちらから授業を受け

たいですか？」 

〇話題を変えることができる。 

〇会話を締めくくるフレーズ

を使って、会話をスムーズに

終了することができる。 

Unit６ 

Work Experience 

P.75～85 

13 B 

14 A 

15 B 

本時 A B 

相手の話を聞いているとき（思考・判断・表現） 

４点 相手の話をよく聞き、分からない時は質問したり、相手が沈黙した時は別の言葉で質問したり、助けたり

することができた。 

３点 相手の話をよく聞き、分からない時は質問することができた。 

２点 相手の話をよく聞き、もう一度言ってくれるようにお願いすることができた。 

１点 相手の話をよく聞き、うなづいたり、相づちを打ったりすることができた。 

自分が話しているとき（思考・判断・表現） 

４点 ほとんど沈黙がなく、より分かりやすくなるよう工夫をしながら伝えることができた。 

３点 途中で沈黙があったが、思いつく英語をつなげて伝えることができた。 

２点 途中で沈黙があったが、相手に助けられながら伝えることができた。 

１点 途中で沈黙する場面があり、会話を続けることが難しい場面があった。 

途中でトピックを変えた回数（思考・判断・表現） 

４点 最後まで１つのトピックについて話すことができた。 

３点 途中でトピックが１回変わった。 

２点 途中でトピックが 2 回変わった。 

１点 途中でトピックが 3 回以上変わった。 

前回言えなかった表現が言えるようになっているか（主体的に学習に取り組む態度） 

４点 言えるようになった。 

３点 どちらかというと言えるようになった。 

２点 どちらかというと言えるようになってない。 

１点 全く言えるようになってない。 



 

 

 ５ 本時の学習指導（16／16） 

  (1) 本時のねらい 

    トピックについて、質問に応答したり関連する質問したりして会話を継続できる。 

(2) 本時の評価基準（ルーブリック） 

評価の観点 思考・判断・表現   

評価規準 

やり取り：１、２回程度沈黙があるが、分からない時は質問をしたり、もう

一度言ってくれるようにお願いしたりすることができる。 

言い換え：変換できなかった日本語を、すでに知っている単語を使って、ワ

ークシートに２文程度書いて表現することができる。 

評価方法 
授業内：行動観察(やり取り) 机間指導(言い換え) 

授業後：動画視聴、振り返り(やり取り) ワークシートチェック(言い換え) 

  (3)「めざす子供の姿」の実現に向けた授業改善 

  (4) 展開 

過程 学習活動・内容・発問等 生徒の活動 指導上の留意点、評価等 

導入 

5 分 

 

 

 

1.本時の流れとねらいの説明 

 

2.前時の活動（やり取り）の振り

返り 

 

 

 

 

・授業の見通しを立てる。 

 

・教師によるフィードバック動画を確

認し、会話を継続、発展できなかっ

た場面を発見する。 

 

 

 

・黒板に書き出し、提示 

 

・事前にロイロノートで各

生徒に送信 

 

展開 

30 分 

3.言い換え練習 

 

 

4.ワークシートの振り返り 

 

 

 

 

5.やり取り 

 

 トピックとモデル動画の提示 

  

トピックについてやり取り 

・デジタルワークシートを使って言い

換え練習をする。 

 

・デジタルワークシートを、教師と、

全生徒に送信する。 

・共有されたワークシートを閲覧す

る。 

 

 

 

・トピックとモデル動画を確認する。 

 

・モデル動画を参考に、トピックにつ

・机間指導 声かけ 

 

 

・考え方を共有するように

指導 

 

 

 

 

 

 

・机間指導をし、生徒のよさ

を褒める。 

場 面 工夫点（発問等） 子供の姿 

主体的に「問い」をもち、自分なりの考えをもつ 

言い換え練習で英語に変換する

場面 

 

忠実な英語訳に固執させることなく、

生の英語表現を引きだせるよう声かけ

をする。 

自分がすでに知っている単語を使っ

て、どのように伝えたい内容を表現で

きるか考えることができる。 

他者との交流を通し、「問い」が生まれ自分の考えを広げ深める 

やり取りをする場面 

 

 

伝えたい内容を発言させるだけでな

く、会話を継続、発展できるような方

略も指導する 

相手の発言に反応、応対、質問したり

して、お互いに会話を継続、発展させ

ようとすることができる。 

学びの過程を振り返り、新たな「問い」をもつ 

やり取りをする場面 

 

 

動画として記録、共有する。 

ルーブリックを用いて、生徒相互評価

をする。 

自分の活動を客観的に振り返り、活動

をさらに充実させるためにはどうすれ

ばいいのか考えることができる。 

めあて：相手の質問に、答えたり反応したりして会話を継続することができる。 

トピック：Do you want to learn from AI teacher or real teachers? 



 

 

 いて話す。 

・やり取りを観察する生徒は、ルーブ

リック表を基に、評価する。 

・動画を提出シートに貼り付けて、教

師と、全生徒に送信する。 

 

 

・教師は授業後動画を閲覧

し、コメントをする。 

まと

め 

10 分 

6.活動の振り返り 

 フィードバック 

 

 即興の言い換え 

・観察していた生徒は、やり取りをし

た生徒に対し、良かった点と、改善

した方が良い点を伝える。 

・活動のなかで、言えなかった表現を

共有し、即興で言い換える 

・机間指導をし、生徒同士の

フィードバックの様子を

観察する。 

・時間が余れば行う。 

 

Ⅳ 仮説の検証 

研究仮説に基づき、英語でやり取りする活動において、動画ファイルとデジタルワークシートを機

能的かつ継続的に活用することにより、学びを客観的に捉え、コミュニケーションストラテジーを高

め、即興で話す力を引きだすことができたかを検証する。検証に当たっては、パフォーマンステスト

及び自己評価、相互評価、事後アンケートの結果をもとに分析及び考察を行う。 

１ コミュニケーションストラテジーを高めるＩＣＴ活用 

  (1) 動画として記録「客観的な振り返り」 

    やり取りをする活動の様子を動画として記録

し振り返る活動を行った。即興的なやり取りの

際、生徒は意図することを伝えるために精一杯

で余裕がない様子が動画で客観的にみることが

できた。活動後にその動画を話して・聞き手の

両者で視聴することにより、相手が伝えようと

していたことや、伝えたい内容を分かりやすく

伝える工夫などを思いつくきっかけとなった。

また、検証授業後行ったアンケートでは、「英語

を話す活動を動画で振り返ることは即興で話す

ことに役に立ったか」（図 11）という質問に

88.6％の肯定的な回答を確認することができた。さらに、「自分がどういうふうに話を進めてい

るのかが分かる。」や「他の生徒のジェスチャーを動画で見ることで自分の発表に参考になっ

た。」といった、言葉によらないコミュニケーションに関する意見もあったことから、学習者が

会話を発展させ継続させることにも、一定の効果があったことがうかがえる。図 12 に不適切な

間の改善状況を示した。 

役に立った

47.1%

どちらかという

と役に立った

41.5%

どちらかというと役

に立たなかった

5.7%

役に立たな

かった

5.7%

図 12 同一ペアによるやり取りの変化例 

図 11 動画で振り返ることは役に立ったか 



 

 

  (2) デジタルワークシートによる言い換え 

   ① 自分の英語を紡ぎだす習慣の確立として 

     やり取りをする活動の中で、英語に変換できず言えなかった表現を振り返り、自分の知っ

ている単語で言い換える活動を、デジタルワークシートを活用して行った。この活動を行う

際、頭の中で英語に変換しようとする日本語と生徒が持つ英語の語彙力を繋げるために、語

彙レベルを下げた容易な日本語に変換する手順を踏むなどといった手立てを行った。最初の

内は容易な日本語に変換することにも苦戦していたが、徐々に慣れ始め、楽しみながら言い

換え活動に取り組んでいた。加えて、実践後期

には何通りもの表現をデジタルワークシート

に書き込むことができるようになっただけで

なく、伝えたい内容が否定文の内容であって

も、自分が表現しやすいように肯定文に言い換

えていくという独創的な表現も見られた（図

13）。「以前に比べて会話を継続できるようにな

ったか。」というアンケートの問いに対し、肯定

的な意見が 94.3％を占めた。その要因として、

「知らない英語を無理やり言うのではなく、知

っている英語でどうにかする力が身に付い

た。」、「簡単な英語を使って表す力が付いた。」

という意見が挙げられた。このことから、生徒

が持つ英語力で表現する習慣が付き、即興でや

り取りをする場面においても、大いに有用であ

ったと捉えることができる（図 14）。一方で、

これまでの逐語訳的な習慣が抜けず、活動に否

定的な意見も確認できたが、今後継続して取

り組むことで、柔軟な表現方法を習慣化させ

る必要がある。 

   ② 考え方を共有する場として 

     デジタルワークシートを活用した言い換え活動における最大の利点は、答えは一つではな

いということを生徒自身が知ることにある。そこで、デジタルワークシートを生徒同士共有

し、英語の様々な紡ぎだし方を他の生徒から学ぶよう工夫した。生徒の表現はシンプルなも

のからユニークなものまで多種多様であったが、ＩＣＴの利点が発揮され、スピーディーか

つコンパクトに全生徒のデジタルワークシートを共有し、新たな表現のひき出し方を発見す

る機会を多く作ることができた。図 15 に示したワークシートからも分かるように、一つの変

換したい日本語に対して複数の英語表現を出せるようになっており、言葉が見つからず会話

が継続できないという課題の解決に向けた大きな役割を果たしたと考察する。 
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48.1%

どちらかとい

うと思う

46.2%
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わない

3.8%

思わない
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図 15 同一生徒によるデジタルワークシートの変化例（生徒の表現を忠実に掲載） 

図 14 会話を継続できるようになったか 

図 13 容易な表現に言い換えた例 

英語に表現でき

なかった日本語

語彙レベルを下げ、容易な表現にし

た日本語

コミュニケーションをとらなくてもいい

集団が好きじゃない

ひとりが好き

私は人間関係を築

く必要がない 独創的 

給食でどの料理が好き
ですか 

私は人間関係を築く必
要がない 



 

 

 ２ 学習の達成状況の把握と学習調整 

   本実践で行われている活動と同様な、与えられたトピックに関して即興でやり取りをするパフ

ォーマンステストを学期末に実施した。その際に使用するルーブリックを生徒と共有し、日常の

活動に取り組む際に生徒による相互評価を行った（図 16）。生徒が評価基準を把握することが可

能となった結果、見通しを持って日々の活動に取り組むことができた。また、他の生徒の活動の

様子を評価することで、生徒同士で助言しあったり、他の生徒の良さを自分の活動に生かしてい

こうとしたりする姿が見られた。加えて、このルーブリックによる評価を、ロイロノートのアン

ケート機能を使って行うことで、即座に集計された結果を、生徒自身が学習の達成状況を素早く

確認し、コミュニケーションストラテジーを獲得する段階的な過程を自ら調整していくことにも、

大きな役割を果たした（図 17）。 

 ３ まとめ 

   帯活動として、即興でやり取りをする活動を継続的に行ったことで、生徒一人一人が英語を実

際に話す機会が増え、力を確実に高めていく様子が、活動を記録した動画の内容から感じとるこ

とができた。さらに、４つの柱、①「８割捨てる」、②「大人語を捨てる」、③「抽象語を捨てる」、

④「直訳を捨てる」を意識して言い換え活動の指導にあたった。そのことが、即興で英語を話す

ことへの心理的ハードルを下げ、生徒が安心して取り組めた大きな要因となったとも考える。こ

の取組の有用性を検証するために、取組前後のやり取りの動画を比較した。取組初期はやり取り

の回数が平均２回に留まり、相手に聞き返したり相手の答えに関連する質問を付け加えられず、

対話が途切れる様子がうかがえた。しかし、取組後には相手の意見に共感を示したり、相手への

答えに関連する質問を加えるなど、対話を発展させる工夫がみられ、やり取りの回数も平均８回

に増加したことを確認できた。 

   以上のことから、コミュニケーションストラテジーを高め、即興的なやり取りの力が育成され

たと考える。 

 

Ⅵ 成果と課題 

 １ 成果 

  (1) 直訳にこだわらず、自分なりの英語に言い換えて話す習慣を確立することで、コミュニケー

ションストラテジーを高め、対話を継続発展する力を養うことができた。 

  (2) やり取りと言い換え練習の中にＩＣＴを組み込み、効率的に学習を進めることが可能となっ

たことで、充実したコミュニケーション活動に取り組むことができた。 

 ２ 課題 

  (1) 本実践を継続して行けるよう、教科担当者での連携やカリキュラムの検討が必要である。 

  (2) 今後は海外の生徒との交流活動と本実践を組み合わせることで、学習の成果をより生徒が味

わうことができるよう充実した活動となる工夫が必要である。 

 

図 16 活動中におけるルーブリック評価の様子 図 17 ロイロノートアンケート機能の画面 
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